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曇

鸞

と

僧

肇

不
思
議

の
語
を

め
ぐ

っ
て

七
四

藤

丸

智

雄

曇
鸞

の
現
存
す
る
著
作
は
、
道
蔵
中
の
短
編
を
含
め
て
も
極
め
て
少

な
い
。
彼

の
思
想
を
再
評
価
す
る
た
め
に
は
、
自
ず
と
思
想
史
上
の
連

続
性
の
中

で
彼
を
何
処
に
位
置
付
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
鍵

と
な
る
。
本
論
で
は
、
『浄
土
論
註
』
(以
下
に

『論
註
』)
に
示

さ
れ
る

曇
鸞

の
思
想
と
僧
肇
思
想
と
の
交
浄
を
糸
口
と
し
、
最
終
的
に
は
、
不

十
分
だ
が
中
国
思
想
史
上
に
お
け
る
位
置
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
そ

の
考
察
に
は
、
以
下
の
問
題
を
論
ず
る
必
要
性
が
あ
る
。
①
曇
鸞
は

ア
僧
肇
か
ら
如
何
な
る
点
で
影
響
を
受
け
、
イ
そ
れ
が
曇
鸞
の
思
想
に

ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
た
か
。
②
僧
肇
か
ら
曇
鸞

へ
と
継
承
さ
れ
る

思
想
上

の
特
質
は
、
中
国
思
想
史
上
で
如
何
様
に
位
置
付
け
得
る
か
。

①
―

ア

『肇
論
』
・
『
注
維
摩
経
』
(以
下
に

『注
維
』)
か
ら

の
引
用

が
、
『
論
註
』
に
多
く
存
在
す
る
。

こ
こ
で
、
引
用
の
総
体
を
検
証
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
浄
土
注
釈
の
軸

と
な

る

〈
不
思
議
〉

と
い
う
語

に
着
目
し
、

僧
肇
と
の
関
係
の

一
断
面
を
見
て
行
く
。

〈不

思
議
〉
は
、
多
く
の
仏
教
書
に
多
出
す
る
語
で
あ
る
。
曇
鸞
が

く不
思

議
〉
を
用
い
る
時
、
『維
摩
経
』
を
念
頭
に
置

い
て
い
る

こ
と

は
、
曇

鸞
が

〈不
思
議
〉
に
よ
る
注
釈
の
ま
と
め
と
し

て
用
い
た
次
の
文
章
が

示
し
て
い
る
。
「
言
略
者
。
彰
彼
浄
土
功
徳
無
量
。

非
唯
十
七
種
。

夫

須
弥
之
入
芥
子
。
毛
孔
之
納
大
海
。豈
山
海
之

神
乎
。能
神
者
神
之
耳
。
」

傍
線
の
部
分
は

『維
摩
経
』
不
思
議
品
の
内
容

と

一
致
し
、
『
維
摩
経
』

が
念
頭
に
置
か
れ
た
こ
と
を
確
認
し
う
る
。

『維
摩
経
』
に
は
、

不
思

議
品
が
有
る
様
に

〈不
思
議
〉
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
が
、
先
述
の

如
く

<不
思
議
〉
は
頻
出
す
る
概
念
で
あ
り
、

『浄
土
論
』
(以
下
に
『論
』)

の

〈
不
思
議
〉
を

『維
摩
経
』
に
直
結
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
曇
鸞

が
注
釈
上
の
機
軸
と
し
た
こ
と

の
要
因
は
、
『
注
維
』
不
思
議
品
中
の

僧
肇
注
を
参
照
す
る
こ
と
で
鮮
明
に
な
る
。
僧
肇
の
注
釈
に

「智
周
万

物
而
無
照
。
権
積
衆
徳
而
無
功
。
冥
寛
無
為
而
無
所
不
為
。
此
不
思
議

之
極
也
。」
と
あ
る
。
「
無
為
而
無
所
不
為
」
が

〈不
思
議
〉
の
極
み
と

説
か
れ
る
。
「無
為
」
と

「無
所
不
為
」
と
は
矛
盾

す

る
が
、
僧
肇
に

於
け
る
こ
う
し
た
矛
盾
的
表
現
は
著
作
中
に
多
用
さ
れ
、
彼
の
思
想
を
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彩
る
重
要
な
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
が

〈
不
思
議
〉
を
説
明
す
る

中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『維
摩
経
』
不
思
議
品

で
は
人
智
を
超
え
た

具
体
的

な
現
象
が
物
語
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
心
に

〈不
思
議
〉
と
い
う
感

情
を
催
さ
せ
る
が
、
こ
の

<
不
思
議
>
な
現
象
の
背

後

に
、
「無
為
而

無
所
不
為
」
と
矛
盾
的
表
現
で
表
わ
さ
れ
る
主
体
の
在
り

方
が
有

る

と
、
僧
肇
は

『注
維
』
で
注
釈
す
る
の
で
あ
る
。
外
の
現
象
に
対
し
、

内
に

「
無
為
而
無
所
不
為
」
と
い
う
仕
組
を
置
く
の
で
あ
る
。

①
ー

イ

『
論
註
』
で

〈不
思
議
〉
は
下
巻
で
の
国

土

の
荘
厳
を
注

釈
す
る
軸
と
な

っ
て
い
る
。
曇
鸞
は
、
十
七
種
の
荘
厳
の
各

々
を

〈不

思
議
〉

に
よ
り
説
明
す
る
が
、
『
論
』
自
体
は
そ
れ
を
要
請

し
な

い
。

『
論
』

の

〈
不
思
議
〉
は
、
「彼
仏
国
土
荘
厳
功
徳
者
。
成
就
不
可
思
議

力
故
。
」

の

一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
〈不
思
議
〉
は
、
阿
弥
陀
仏
の
力
を

修
飾
す

る
。
勿
論
、
阿
弥
陀
仏
の
力
と
国
土
の
成
就
は
相
応
す
る
か
ら

援
用
に
矛
盾
は
無
い
が
、
唯
だ

一
度

の
み
登
場
す
る

〈不
思
議
〉
を
注

釈
の
軸

と
し
て
敢
え
て
選
択
し
た
曇
鸞

の
意
図
は
見
え
て
こ
な
い
。
そ

の
意
図
は
、
〈不
思
議
〉
と
い
う
言
葉
の
具
体
的
な
援

用

の
仕
方
に
よ

り
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
国
土
に
つ
い
て
注
釈
す
る
中
で
曇
鸞
は
、

「
明
彼
浄
土
是
阿
弥
陀
如
来
清
浄
本
願
無
生
之
生
。
」
と
説
明
す
る
。
こ

の
傍
線

部
は
、
先
に
例
示
し
た
僧
肇

の

〈不
思
議
〉
の
説
明
同
様
、
矛

盾
的
表
現
で
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
国
土
に
ま
つ
わ
る
説
明
中
で
、

曇
鸞
は
度

々
こ
う
し
た
矛
盾
的
表
現
を
伴
う
注
釈
を
行
う
。
重
ね
合
せ

る
と
、
僧
肇

の

『
注
維
』
に
於
け
る

〈
不
思
議
〉
の
注
釈
と
、
曇
鸞
の

曇
鸞
と
僧
肇

(藤

丸
)

浄
土
注
釈
の
構
造
の
類
似
を
指
摘

で
き
る
。
『維
摩
経
』
不
議
品
同
様

に

『
論
』
に

〈不
思
議
〉
な
感
情
を
惹
起
す
る
現
象
が
示
さ
れ
、
而
も

そ
の
具
体
的
な
現
象
を

〈不
思
議
〉
に
よ
り
注
釈
し
、
そ
の

〈
不
思
議
〉

な
現
象
は
矛
盾
的
表
現
を
以

つ
て
表
わ

さ
れ

る
。
〈不
思
議
〉
と
い
う

言
葉
を
用
い
る
時
、
我

々
の
眼
前
に
現
出
す

る
事
象
そ
の
も
の
を
表
わ

す
と
共
に
、
矛
盾
的
表
現

(無
為
而
無
所
不
為

・
無
生
之
生
)
で

の
み
示

さ
れ
う
る
、
現
象
の
背
景
に
あ
る
行
為
者
の
有
り
様
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
こ
と
も
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曇
鸞
の
浄
土

注
釈
に
於
け
る

〈
不
思
議
〉

の
援
用
と
、
僧
肇

の

〈
不
思
議
〉
は
対
応

さ
せ
て
考
え
得
る
。
こ
れ
は
、
曇
鸞
の
浄
土
理
解
の
何
を
意
味
す
る
の

か
。
そ
れ
は
、
二
点
に
纏
め
ら
れ
る
。
第

一
は
、
浄
土
の
清
浄
性
で
あ

る
、
浄
土
と
称
さ
れ
る
様
に
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
の
第

一
の
特
質
は
清

か
ら
さ
で
あ
る
。
こ
れ
を
曇
鸞
も
重
視
す
る
。
と
い
う

の
も
、
具
象
と

し
て
説
か
れ
る
浄
土
は
、

一
見
、
此
土
の
延
長
線
上
の
極
に
あ
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
注
釈
者
曇
鸞

に
と

っ
て
こ
の
点
は
克
服

す
べ
き
重
要
課
題
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
浄
土
の
十
七

種
の
荘
厳
に
関
し
て

『
論
』
中
に

「十
六
句
及

一
句
」
と
い
う
表
現
が

あ
る
。

一
句
が
特
別
の
も
の
と
し
て
、
他
の
句
と
区
別
さ
れ
る
。
本
来

「荘
厳

一
切
所
求
満
足
功
徳
成
就
」
で
あ
る

「
一
句
」
を
、
曇
鸞
は
あ

え
て

「荘
厳
澗
渕
功
徳
成
就
」
に
配
当
し
、

こ
れ
に
十
七
種
の
荘
厳
を

総
括
す
る
も

の
と
い
う
評
価
を
与
え
る
。
こ
の
例
は
、
曇
鸞
の
浄
土
の

清
浄
性
の
重
視
を
示
し
て
い
る
。
曇
鸞
は
こ
の
清
浄
性
に
つ
い
て

「
夫

七
五
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曇
鸞
と
僧
肇

(藤

丸
)

法
性
清
浄
。
畢
竟
無
生
。」
と
説
く
。
こ
れ
は
先
に
示

し
た

「明
彼
浄

土
是
阿
弥
陀
如
来
清
浄
本
願
無
生
之
生
。
」
を
説
明

し
た
中
の

一
文
で

あ
る
。
矛
盾
的
表
現
の
否
定
形

(無
生
)
を
、
浄
土
の
清
浄
を
示
す
も

の
と
し
て
曇
鸞
は
利
用
し
て

い
る
。
こ
れ
が
、
〈不
思
議
〉
に
よ
っ
て

浄
土
の
荘
厳
を
纏
め
る

一
つ
の
意
図
で
あ
る
。
第
二
は
多

様
性

で
あ

る
。
浄
土
は
、
『論
』
中
に
十
七
の
具
体
的
様
相
に
分
け
て
説
か
れ
る
。

浄
土
の
そ
う
し
た
多
様
性
は

「
略
説
入

一
法
句
故
。

一
法
句
者
。
謂
清

浄
句
。

清
浄
句
者
。

謂
真
実
智
恵
無
為
法
身
故
。
」
と

さ
れ
、

一
者
に

包
摂
さ
れ
る
。

一
者
は
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
。
そ
の
阿
弥
陀
仏
か
ら
多
様

な
存
在
が
展
開
す
る
構
造
を
、

「
法
身
無
相
也
。

無
相
故
能
無
不
相
。

是
故
相
好
荘
厳
。
即
法
身
也
。」
と
曇
鸞
は
説
明
す
る
。
こ
の
破
線
は
、

先

の
矛
盾
的
表
現
と
同
様
の
表
現
形
態
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
限
定
的
な

存
在
を
採
ら
な
い

(無
為

・
無
相
)
こ
と
に
よ
り
、
全
ゆ
る
存
在

へ
と
展

開
し
う
る

(無
所
不
為

・
無
不
相
)
こ
と
を
示
す
。
浄
土
で
い
え
ば
、
十

七
種
の
救
済

の
形

へ
と
展
開
す
る
訳
で
あ
る
。
更
に
、

一
応
十
七
に
纏

め
ら
れ
表
現
さ
れ
る
が
、
「彰
彼
浄
土
功
徳
無
量
。
非
唯
十
七
種
。
」
と

曇
鸞
が
説
く
様
に
、
救
済
の
様
式
は
無
限
定
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
浄
土

ば
多
様
、
更
に
は
無
限
定
な
在
り
方
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
多
様

↓
無
限
定
は

〈
不
思
議
〉
と
い
う
言
葉

の
背
後

に
あ
る
矛
盾
的
表
現
に

よ
り
論
理
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う

に
、
『
論
』
に
唯
だ

一
度
用
い
ら
れ
た

「不
可
思
議
」
と
い
う
言
葉
を
も
と
に
、
僧
肇
思
想

と
の
関
連

の
中
で

〈不
思
議
〉
を
浄
土
注
釈
の
軸
と
し
、
そ
れ
に
よ
り

七
六

浄
土
に
清
浄
性
と
多
様
↓
無
限
定
、
と
い
う
二
つ
の
特
質
を
付
与
し
た

の
で
あ
る
。

②
こ
の
よ
う
な
僧
肇
か
ら
曇
鸞

へ
の
連
続
性
を
中
国
思
想
史
中
に
置

く
と
、
『
老
子
』
め

「道
常
無
為
而
無
不
為
」

に
そ
の
淵
源
を

見
る

こ

と
が
で
き
る
。
『老
子
』
中
に
あ

っ
て

「道
」
は

一
切

の
存
在

の
生
成

因
で
あ
り
、
諸
存
在
中
に
遍
満
す
る
根
源
的
実
在
と
さ
れ
る
。
勿
論
、

『老
子
』
に
於
け
る
無
は
無
と
い
う
存
在
に

止

ま
り
、
曇
鸞
に
直
結
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
、
三
～
四
世
紀

に
老
荘
思
想
を
大
成
し
た

郭
象
に
至
れ
ば
、
無
を
存
在
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
よ
り

僧
肇

・
曇
鸞

へ
と
近
似
す
る
。
矛
盾
的
表
現
を
通
じ
て
、
中
国
思
想
の

中
に
あ
る
曇
鸞
の
姿
も
又
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
〈不
思
議
〉
と
い
う
言
葉
を
通
し
て

見

る
と
、
曇
鸞
が
中
国

思
想
史
上
の
根
源
的
な
存
在
追
及
の
外
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
中

国
思
想
史
上
熟
成
さ
れ
て
き
た
矛
盾
的
表
現
を

〈不
思
議
〉
を
介
在
さ

せ
て
用
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の

〈不
思
議
〉
と

い
う
概
念
の
援
用

は
、
浄
土
を
限
定
か
ら
解
き
放
ち
、
阿
弥
陀
仏
と
い
う

一
者
か
ら
の
展

開
を
可
能
に
し
、
救
済
と
い
う
実
効
性
を
付
与
し
つ
つ
も
、
清
浄
性
を

維
持
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

曇
鸞
、
僧
肇
、
不
思
議

(東
京
大
学
大
学
院
)
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